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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）
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館林工場

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
い
席
か
ら
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
も
、
本
会
全
国
め
っ
き

技
術
コ
ン
ク
ー
ル
に
厚
生
労
働

省
様
、東
京
都
産
業
労
働
局
様
、

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
様
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

様
、
そ
し
て
日
刊
工
業
新
聞
社

様
よ
り
下
付
を
賜
り
ま
し
た
。

各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

毎
年
の
ご
表
彰
の
ご
下
付
、
ま

た
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、

各
事
業
団
体
様
よ
り
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

後
ほ
ど
各
賞
の
発
表
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
各
賞
を
受
賞
さ
れ

た
皆
様
の
努
力
、
平
素
の
改
善

の
取
り
組
み
、
こ
の
こ
と
こ
そ

山
﨑
会
長
が
「
本
日
は
大
変
に

お
忙
し
い
中
、
第
63
回
全
国
鍍

金
工
業
組
合
連
合
会 

全
国
大

会
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

全
国
大
会
も
第
63
回
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の

先
輩
の
ご
努
力
、
そ
し
て
こ
こ

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
で
、
63
回
ま
で
回

　

全
鍍
連
の
第
63
回
全
国
大
会

が
11
月
25
日
に
東
京
都
港
区
に

あ
る
機
械
振
興
会
館
地
下
2
階

ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
と
な
り
司
会
の
服
部
総

務
委
員
長
が
開
会
宣
言
を
行

い
、
開
会
の
辞
を
上
原
副
会
長

が
述
べ
、
国
歌
斉
唱
に
続
け
て

物
故
者
へ
の
黙
祷
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て

「
共
に
挑
戦
、
輝
き
続
け
る
未
来
へ
」

全国鍍金工業組合連合会 第 63 回 全国大会を開催

会場風景

山﨑会長

新
ス
ロ
ー
ガ
ン

【
3
面
へ
続
く
】
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組合功労役員等表彰優良環境事業所

めっきコンクール：厚生労働大臣賞

めっきコンクール：厚労省人材開発統括官賞

めっきコンクール：全国中小企業団体中央会会長賞

めっきコンクール：中央職業能力開発協会会長賞

めっきコンクール：東京都産業労働局長賞 めっきコンクール：日刊工業新聞社賞
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めっきコンクール作品

が
日
本
の
め
っ
き
業
、
め
っ
き

業
界
の
技
能
向
上
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
本
年
も
約
４
３
０
件

の
応
募
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近

年
は
応
募
作
も
非
常
に
高
度
化

し
、
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
審
査

も
大
変
難
航
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
、
審
査

委
員
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
東
京
都
立
産
業
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ロ
ー

の
小
坂
先
生
の
毎
年
の
ご
尽
力

に
大
変
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
審
査
員
の
皆
様
、
東

京
・
大
阪
で
の
ご
審
査
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
応
募
さ
れ
た

皆
様
の
存
在
、
ま
た
応
募
さ
れ

た
社
員
さ
ん
・
職
人
さ
ん
を
率

い
ら
れ
、
応
募
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
事
業
者
様
の
存

在
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
世
界
に

冠
た
る
日
本
の
も
の
づ
く
り
、

世
界
に
冠
た
る
め
っ
き
業
を
支

え
る
礎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

こ
こ
に
ご
臨
席
の
各
賞
を
受
賞

さ
れ
た
皆
様
の
努
力
、
各
社
様

の
取
り
組
み
に
対
し
、
改
め
て

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
秋
の
、
め
っ
き
業

界
か
ら
国
家
顕
彰
の
栄
誉
に
浴

さ
れ
た
方
が
2
名
様
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、「
現
代
の
名

工
」
を
授
与
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
業
界
に
と
っ

て
大
変
に
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
後
ほ
ど
ご
披
露
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
組
合
功
労
役
員
等
表
彰

と
な
り
9
名
の
組
合
功
労
役
員

と
組
合
事
務
局
優
秀
専
従
者
1

名
が
金
森
経
営
委
員
長
か
ら
発

表
さ
れ
、
壇
上
に
て
山
﨑
会
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
優
良
環
境
事
業
所
表

彰
と
な
り
辻
環
境
委
員
長
よ
り

22
事
業
所
が
発
表
さ
れ
、
壇
上

に
て
山
﨑
会
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

次
に
「
令
和
7
年
度
全
国
め

っ
き
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
と
な
り
、
表
彰
に
先
立
ち

審
査
委
員
長
の
東
京
都
立
産
業

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー

の
小
坂
幸
夫
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
と
総
括
が
あ
り
、「
本
年
度

の
採
択
件
数
は
４
３
０
件
で

す
。
全
体
に
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。
外
観
検
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
と
大

阪
の
会
場
に
分
け
て
審
査
し
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
審
査
員
と
し

て
、
審
査
員
と
し
て
組
合
員
の

皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
体
の
技
術
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
お
り
ま
し
て
、
僅
差
の
状

態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
の
反
映

だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
審
査
方
法
の

検
討
も
行
い
な
が
ら
、
微
妙
の

判
定
を
行
っ
た
と
い
う
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
皆
様
の
努
力
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
お
忙
し
い
中
で
コ
ン
ク

ー
ル
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
こ
の
業
界

の
技
術
の
向
上
と
研
究
意
欲

の
促
進
の
た
め
に
、
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
総

括
し
た
。

　

表
彰
式
に
戻
り
小
杉
技
術

委
員
長
が
厚
生
労
働
大
臣
賞

5
名
を
発
表
し
、
研
磨
ー
装

飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
の
旭

産
業
㈱
久
保
・
長
沼
チ
ー
ム
、

装
飾
ク
ロ
ム
め
っ
き
部
門
で

㈱
吉
崎
メ
ッ
キ
化
工
所
浅
見

浩
氏
、
亜
鉛
め
っ
き
部
門
で

㈲
武
田
鍍
金
工
業
所
八
束
・
須

見
チ
ー
ム
、
無
電
解
ニ
ッ
ケ
ル

め
っ
き
部
門
で
㈱
九
州
電
化
川

添
祐
典
氏
、
硬
質
ク
ロ
ム
め
っ

き
部
門
で
㈱
コ
ダ
マ
松
谷
有
樹

氏
が
厚
生
労
働
省
主
任
職
業
能

力
検
定
官
の
大
村
倫
久
氏
か
ら

表
彰
状
と
盾
を
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
厚
生
労
働
省
人
材
開

発
統
括
官
賞
5
名
を
小
杉
委
員

長
が
発
表
し
、
厚
生
労
働
省
主

任
職
業
能
力
検
定
官
の
大
村
倫

久
氏
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。

　

次
に
東
京
都
産
業
労
働
局
長

賞
5
名
、
中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
会
長
賞
10
名
、
全
国
中
小

企
業
団
体
連
合
会
会
長
賞
10

名
、
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
10
名

が
発
表
さ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
。
最
後
に
全
鍍
連
会
長
賞

が
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
合
計
１

３
５
名
が
発
表
さ
れ
受
賞
し

た
。

　

続
い
て
今
年
度
の
プ
レ
ミ
ア

ム
ア
ワ
ー
ド
の
発
表
と
な
り
、

旭
産
業
㈱
が
4
度
目
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　

以
上
で
め
っ
き
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
終
了
し
、「
卓
越
し

た
技
能
者
」（
現
代
の
名
工
）
表

彰
と
な
り
、
清
川
副
会
長
が
、

東
新
工
業
㈱
執
行
役
員
の
西
村

秀
幸
氏
が
11
月
10
日
に
厚
生
労

働
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
た
こ
と

を
発
表
し
山
﨑
会
長
よ
り
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
た
。

　

次
に
表
彰
者
を
代
表
し
て

「
現
代
の
名
工
」の
表
彰
を
受
け

た
東
新
工
業
㈱
の
西
村
氏
が

「
個
人
の
経
験
値
や
技
能
、功
績

を
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

難
し
い
職
種
で
あ
る
中
、
こ
のプレミアムアワード

卓越した技能者

度
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
全
鍍
連
の
皆
様
方
の
支
援

と
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
培
っ
た
経
験
と
技

能
を
さ
ら
に
磨
き
、
め
っ
き
業

界
の
会
社
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者
の

育
成
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

以
上
で
第
63
回
全
国
大
会
の

表
彰
式
が
終
了
し
、
大
会
の
議

事
と
な
り
、
山
﨑
会
長
が
議
長

と
な
っ
た
。

　

最
初
に
議
案
1
「
第
63
回
全

国
大
会
の
決
議
事
項
」
の
経
過

報
告
を
長
谷
専
務
理
事
が
報
告

し
た
。

　

次
に
第
2
号
議
案
と
し
て
ス

ロ
ー
ガ
ン
案
が
審
議
さ
れ
、
満

場
一
致
で
可
決
し『
共
に
挑
戦
、

輝
き
続
け
る
未
来
へ
』と
な
り
、

大
会
の
議
事
を
す
べ
て
終
了

し
、
栗
原
元
会
長
・
山
田
元
会

長
・
苅
宿
元
会
長
・
神
谷
前
会

長
が
壇
上
で
万
歳
三
唱
の
音
頭

を
取
り
、
す
べ
て
の
次
第
が
終

了
し
、
入
内
島
副
会
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
「
第
63
回
全
国
大

会
」
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
同
館
6
階
に

移
し
、
賛
助
会
員
や
特
別
賛
助

会
員
も
出
席
し
て
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
し
た
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
中
山

総
務
副
委
員
長
が
司
会
進
行
役

を
務
め
、
清
川
情
報
国
際
担
当

副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、

山
﨑
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行

い
、
国
家
顕
彰
の
栄
に
浴
さ
れ

た
方
が
披
露
さ
れ
、大
阪
組
合
・

ア
ル
フ
ァ
メ
ッ
ク
㈱
の
野
村
重

之
全
鍍
連
副
会
長
が
旭
日
双
光

章
、
新
潟
組
合
・
新
和
メ
ッ
キ

工
業
㈱
の
瀧
見
直
人
氏
が
旭
日

単
光
章
の
栄
に
浴
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
た
。
ま
た
、
現
代
の

名
工
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
西
村

氏
も
拍
手
に
よ
り
お
祝
い
さ
れ

た
。

　

次
に
来
賓
祝
辞
と
な
り
経
済

産
業
省
製
造
産
業
局
金
属
課
金

属
技
術
室
長
の
松
本
氏
、
全
国

中
小
企
業
団
体
中
央
会
総
務
企

画
部
長
栗
原
氏
、
日
刊
工
業
新

聞
社
執
行
役
員
の
鈴
木
氏
、
表

面
技
術
協
会
会
長
の
平
藤
氏
が

祝
辞
を
述
べ
、
中
山
総
務
副
委

員
長
が
祝
電
を
読
み
上
げ
、
新

た
に
賛
助
会
員
と
な
っ
た
3
社

が
紹
介
さ
れ
て
、
乾
杯
と
な
っ

た
。

　

乾
杯
の
音
頭
は
前
会
長
の
神

谷
篤
氏
が
務
め
、
歓
談
・
情
報

交
換
と
な
っ
た
。

中
締
め
で
は
栗
原
・
山
田
・
苅

宿
元
会
長
と
神
谷
前
会
長
が
手

締
め
を
行
い
、
閉
会
の
辞
を
清

水
副
会
長
が
述
べ
、
無
事
に
閉

宴
し
た
。

万歳三唱

【
１
面
か
ら
の
続
き
】
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名古屋オートモーティブワールド 11 月 29日～ 31日までの 3日間、愛知県国際展示場で開催された自
動運転、クルマの電子化・電動化、コネクティッド・カー、軽量化など、
自動車業界における先端テーマの最新技術が一堂に出展する、中部・近
畿地方の自動車メーカー・自動車部品メーカーとサプライヤーとの商
談・技術相談に絶好の場となっている「第 8回名古屋オートモーティブ
ワールド /第８回名古屋ネプコンジャパン」に〔めっき関連業界からの
出展〕企業を紹介する。

奥野製薬工業はウエハ上アルミニウム電極用 UBM 形成プロセス、パワーモジュール向け絶縁
放熱回路基板用無電解めっきプロセスをはじめ、xEV 向け表面処理薬品のトップクラスター
AR や電子部品向けガラス製品、TORYZA EL PROCESS、TORYZA EL SYSTEM、トップ EP
プロセス、環境対応の表面処理薬品のトップゼクロム PLUS プロセスやトップファインクロム
BLW を展示した。また新技術として、PPS への電磁波シールドめっきプロセス、封止樹脂と
の高い密着性を実現する高信頼性粒状銅めっき皮膜他を出展した。

塚田理研工業株式会社
プラスチックへのめ
っき（表面処理）専
門メーカーの塚田理
研 工 業 の 展 示 内 容
は、プラスチックめ
っき、塗装、電磁波
シールドめっき、放
熱めっき、リサイク
ルの展示を行い、プ
ラスチックめっきに
よる加飾性・機能性
や「業界初の取り組
み」を紹介した。

奥野製薬工業株式会社

熱処理と表面処理の
総合企業の松山技研
では、ジオメット処
理、カチオン電着、
PVD コーティング
他の展示を行い、金
型の治工具など熱処
理～コーティング処
理まで、各種部品の
熱処理や表面処理を
ワンストップで提案
した。

豊橋鍍金工業はサポ
イン事業等の国プロ
による共同研究と⾃
社開発によりこの数
年間で開発した新技
術を中⼼に、グラフ
ァイト複合軟質銀め
っきやハイスピード
超硬質銀めっき、ス
ラリー研磨などを展
示して、同社の事業
内容を紹介した。

松山技研株式会社

豊橋鍍金工業株式会社
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大 阪 府 東 大 阪 市 今 米 2 - 1 - 2 9

神奈川県厚木市岡田 2-8-28 パストラル飯島 202A
愛 知 県 春 日 井 市 勝 川 町 2 - 1 5 - 2
福 岡 県 福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 3 - 3 - 1 - 6 0 2
東京都練馬区氷川台 3-29-11 ベネ氷川台 101

本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
TEL.046-229-4884 FAX046-229-5123
TEL.0568-33-5600 FAX.0568-33-5636
TEL.092-587-6333 FAX.092-587-6330
TEL.03-6906-4811 FAX.03-6906-4812

〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

広告のご用命は
03(3662)8736

　三井不動産株式会社（東京都中央区、代表取締役社長 : 植田俊 / 以下「三井不動産」）と一
般社団法人クロスユ－（理事長中須賀真一 / 以下「クロスユ－」）が運営する日本橋の宇宙ビ
ジネス拠点「X-NIHONBASHI TOWER（クロスニホンバシ・タワー）」内に、欧州宇宙機関

（本部：仏国パリ、長官：Josef Aschbacher、以下「ESA」）のアジア初となる活動拠点が 
2025 年 10 月 28 日開設することを発表した。ESA のアジアでの活動拠点の開設は今回が
初となる。
　ESA は、1975 年に欧州各国が共同で設立した欧州最大の宇宙機関。本部はフランス・パ
リに置かれ、英仏伊独など欧州 23 か国が加盟しており、その活動は欧州にとどまらず、日
本を含む世界の産業界・研究機関との連携を通じて国際的な宇宙開発を牽引している。クロ
スユーと ESA は、2024 年 11 月に宇宙分野の協力促進を目的とした提携に関しパートナー
シップ（LOI）を締結し、宇宙事業を行うヨーロッパのベンチャー企業と日本企業のビジネ
スマッチングなどを推進してきた。この度、クロスユーとのさらなる連携の強化と国立研究
開発法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」）や急成長を続ける日本の宇宙エコシステム
との協力を深化することを目的として、「X-NIHONBASHI TOWER」に ESA の活動拠点が
開設される。
　同拠点では、ESA の代表者が常駐し、クロスユーとの共創プログラムを推進するほか、欧
州と日本の政府機関や商業宇宙セクターのステークホルダー間の調整促進など、日欧の宇宙
ビジネスプレイヤーの橋渡しに係る業務を行う。
　「X-NIHONBASHI TOWER」に新たな拠点を開設するにあたり、ESA の長官である Josef 
Aschbacher 氏は、「ESA と日本の関係は、長年にわたる信頼と科学的卓越性を基盤として
築かれてきました。このたび ESA が日本に拠点を設立することは、地球観測や惑星防衛、科
学探査、人間およびロボットによる宇宙探査、そして宇宙の商業利用に至るまで、あらゆる
分野で日本との協力をさらに深化させていくという、私たちの明確な意思を示すものです。
この拠点の設立により、JAXA との連携を一層強化するとともに、日本の活力に満ちた革新
的な宇宙産業との関係もより緊密なものとしていきます」と述べた。
　三井不動産は、官民地域一体となった「日本橋再生計画」において、「新産業創造」の重点
領域のひとつとして宇宙ビジネスを掲げています。2023 年には JAXA など産官学の有志と
ともに宇宙ビジネス共創プラットフォーム「クロスユー」を設立した。宇宙ビジネス拠点の
整備をはじめとした「場」と「コミュニティ」の提供を通じて、宇宙産業の更なる活性化を
目指している。2025 年現在、日本橋を活動拠点にするプレイヤーは 30 社以上に拡大し、ク
ロスユーを起点に共創の輪が広がるなど、
日本橋における宇宙産業の創造が着実に
進んでいる。さらに、この度の ESA の活
動拠点の開設など、日本橋を拠点とした宇
宙ビジネスの国際連携も加速している。
　東栄電化工業㈱は NIHONBASHI SPA
CE WEEK　2025 に出展し紫外から赤外
まで迷光を防止する低反射アルマイト

「TOEI X-Black」（令和 6 年度神奈川工業
技術開発大賞）を展示 PR した。
低反射アルマイトの高性能バージョン

「「TOEI X-Black」は、紫外から赤外まで
の広い波長域で光を吸収し、迷光を防止
し、発塵レスで耐摩耗性・耐熱性に優れ、
複雑形状や極小部品にも対応可能。カメラ
やセンサー、光学検査機器の高解像度化と
高性能化を実現する。また同社では低反射
アルマイトの高性能バージョン「TOEI X-
Black」の量産体制が整ったと発表した。

日本橋の宇宙ビジネス拠点 「X-NIHONBASHI TOWER」に
欧州宇宙機関（ESA）のアジア初となる活動拠点が開設
～日本橋を拠点に宇宙ビジネスの国際連携が加速～

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は、11 月 4 日（米国時間）、SEMI Sili
con Manufacturers Group（SMG）によるシリコンウェーハ業界の分析結果から、2025
年第 3 四半期（歴年）の世界シリコンウェーハ出荷面積が前年同期の 32 億 1,400 万平方イ
ンチと比較して、3.1％増の 33 億 1,300 万平方インチになったことを発表した。今年第 2
四半期の 33 億 2,700 万平方インチから 0.4% 減少となり、特にエピタキシャルウェーハの
回復が鈍化していることが示された。
　SEMI SMG 会長ならびに GlobalWafers の副社長兼主席監査人のリー・チャンウェイ（李
崇偉）氏は「1 月から 9 月にかけてのシリコン出荷面積は、主に先端ロジックや、クラウド
インフラ、メモリ向けの需要拡大により 300mm ウェーハの出荷量が増加し、前年同期比で
大幅増となりました。AI による先進プロセスへの投資拡大が、ウェーハ需要の成長を後押し
しています」と述べている。

* 本リリースの数値は、ウェーハメーカーよりエンドユーザーに出荷された、バージ
ンテストウェーハ、エピタキシャルウェーハを含むポリッシュトウェーハと、ノンポ
リッシュドウェーハを集計したもの。
　シリコンウェーハは、電子機器に不可欠な部品である半導体の基本材料。シリコン
ウェーハは、高度な技術で作られた薄い円盤状の素材で、最大 300mm までの様々
な直径で製造されており、ほとんどの半導体の製造において基板材料として使われて
いる。
　SMG は、SEMI Electronic Materials Group（EMG）のサブコミッティであり、
多結晶シリコン、単結晶シリコンおよびシリコンウェーハ（カット、研磨、エピタキ
シャル加工など）の製造に携わっている全ての SEMI 会員企業に対して門戸を開いて
いる。SMG の目的は、シリコン産業の統計データの収集をはじめ、シリコン業界の
共通課題について参加メンバーが協力して取り組むことにある。

2025 年第 3 四半期の世界シリコンウェーハ
出荷面積は前年同期比 3% 増

世界シリコンウェーハ出荷面積の推移グラフ
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

　東京モーターショーのワクワクを引き継いで Japan Mobility Show は新たにスタートした。
　新型車から未来のモビリティまで、あらゆる乗り物の可能性をその目で見て、乗って、体験できる展示会とし
て、一人ひとりの感動体験がきっとある。そんなわくわくが詰まったフェスティバルを取材した。
　東京ビッグサイト東展示棟ではスズキ・スバル・ホンダ・マツダ・Hyundai・Mercedes-Benz・カワサキ・ヤ
マハがブースを出展。西展示棟では日産・三菱・BMW が、南展示棟にはセンチュリー・ダイハツ・トヨタ・レ
クサスが出展。商用車は東展示棟に、いすゞ・日野・三菱ふそう・UD トラックス・BYD が出展した。
　東展示棟では日本自動車車体工業会がはたらくくるまの荷台部分の開発から生産までを担っている会員各社の
紹介などを行い、部品機械器具で市光工業やヴァレオ、新電元工業、オーリーンズ、浙江オスウェイル電動テク
ノロジーなどが出展した。西展示棟には住友オートサービスが出展した。また、国内外から注目を集める「東京
オートサロン」も出展しドレスアップカーやモンスターカー等、様々なジャンルのカスタムカーを展示した。
　日本スーパーカー協会では世界各国のえりすぐりのスーパーカーや希少な高級車等を多数展示した。

　Out of KidZania in JMS2025 ではレーシングメカニックとしてタイヤ交換やライト点検
を行ったり、レーシングカーデザイナーとして自分だけのオリジナルミニカーを製作し、ク
レイモデラーの仕事体験やテストドライバーとして UNI-ONE というパーソナルモビリティ
に乗って仕組みを知り、性能評価をつけ、製品をもっとよくするためにどんな工夫が出来る
かを考えると言った開発の仕事を体験したりと感動でワクワクする子供たちが多く参加して
いた。


